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緒   言 

日本での肝細胞癌（HCC）の年齢調整死亡率は数十年にわたり増加している。日本

では C 型肝炎ウイルス（HCV）、B 型肝炎ウイルス（HBV）が HCC の主な原因であるが、

HBs 抗原陰性かつ HCV 抗体陰性の HCC（HCC-nonBC）が、増加している。 

本研究の目的は、HCC-nonBC と HCV・HBV 関連 HCC（HCC-virus）の臨床像の違いを

明らかにすることである。 

 

 

 

対象と方法 

対象は 1982 年 1 月から 2007 年 12 月までに当科で HCC と診断された 624 人。HCV

感染の診断は HCV 抗体と HCV-RNA によって、HBV 感染の診断は HBs 抗原によって行っ

た。エタノール換算 80g/日･10 年以上をアルコール過剰摂取と定義した。年齢、性別、

body-mass index（BMI）、アルコール摂取量、AFP 値、TNM stage、Child-Pugh スコア、

HCC 診断前の画像検査の有無、生存率を比較した。 

画像検査によるスクリーニングにより診断された無症状の HCC を有する 365 人

（58%）を follow-up 群、HCC による自覚症状等で受診した 259 人（42%）を非 follow-up

群とした。 



マン-ホイットニー検定等にて２群間の比較を行った。生存率の比較にはカプラ

ン・マイヤー法、ログランク検定を用いた。生存率に寄与する危険因子に関しては、

コックス回帰分析を行った。P<0.05 を統計学的に有意とした。 

 

 

 

結   果 

HCC 患者 624 人中 120 人は HBs 抗原陽性、411 人は HCV 抗体陽性、19 人は HBs 抗原

と HCV 抗体が陽性、74 人は HBs 抗原と HCV 抗体が陰性であった。 

HCC-nonBC 群と HCC-virus 群で比較検討した。年齢（P=0.001）、アルコール過剰摂

取（P=0.015）、TNM stage（P=0.030）、AFP（P=0.002）、follow-up 群（P=0.010）で有

意差を認めた。HCC-nonBC 群で follow-up 群の割合が有意に少なかった。 

 HCC の予後因子の多変量解析を行った。follow-up 群（相対危険度 0.71）、アルコー

ル過剰摂取（相対危険度 1.32）、アルブミン<3.7g/dl（相対危険度 1.37）、総ビリル

ビン≧1.1 mg/dl（相対危険度 1.53）、AFP≧52ng/ml（相対危険度 1.44）、TNM stage

Ⅲ, Ⅳ（相対危険度 2.50）であった。 

TNM stageⅠ, Ⅱでは HCC-nonBC 群と HCC-virus 群の間で、年齢（P<0.001）、

Child-Pugh スコア（P=0.012）、アルブミン（P=0.009）、AFP（P<0.001）と follow-up

群（P=0.010）に有意差を認めた。 

TNM stageⅠ, Ⅱで HCC の予後因子の多変量解析を行った。HCC-nonBC（相対危険度

0.55）、男性（相対危険度 1.58）、Child-Pugh スコア≧７（相対危険度 1.47）、アルブ

ミン<3.8g/dl（相対危険度 1.62）、TNM stageⅡ（相対危険度 1.53）であった。 

 全 624 人の生存期間の中央値は 1.84 年で、HCC-nonBC 群と HCC-virus 群間に有意差

はなかった。TNM stageⅠ, Ⅱでは、HCC-nonBC 群で累積生存率が有意に高かった

（P=0.017）。TNM stageⅢ, Ⅳでは、HCC-nonBC 群と HCC-virus 群の累積生存率に有意

差は見られなかった。 

 

 

 

考   察 

我々の症例の 58％では follow-up 中に腫瘍が発見された。follow-up 群では明らか

な生存率の向上がみられた。follow-up により HCC が早期に診断され根治的治療の選

択が可能となると考えられる。 

HCC-nonBC 群では HCC-virus 群と比べて肝硬変を合併している頻度が低い。このた

め TNM stageⅠ, Ⅱでは、HCC-nonBC 群は HCC-virus 群と比べて予後が良好であった

と考えられる。 

HCC-nonBC群では病期の進行したHCCと非 follow up群の割合が明らかに高かった。

従って、HCC-nonBC 群の予後は follow up の有無と関連があると考えられる。 

近年 HCC-nonBC が増加しているといわれている。非アルコール性脂肪性肝疾患

（NAFLD）は、HCC の原因である可能性があるが、ウイルス性肝疾患と異なり HCC のス

クリーニングが必要な患者の選択が困難である。HCC-nonBC の予後改善には、サーベ

イランスの確立が必要であると考えられる。 
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